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t本構想口基本計tつくりを市艮参圃で
夢と泊hあるB野巾を

市では、新しい基本構想・基本計画である

2 0 1 0年プランづくりを、市民の皆さんの

こ協力を得ながら進めていきます。広報今号
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た
ち
の
社
会
は
急
激
に
高
齢
化
へ

進
む

一
方
、
少
子
化
が
進
行
し
、
人
口

が
減
少
す
る
社
会
へ
変
化
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
経
済
は
低
成
長
へ
と

移
行
し
、
成
長
を
前
提
と
し
た
社
会
経

済
の
構
造
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

■少
子
高
齢
化
と
低
成
長

■時
代
と
計
画
の
す
れ

現
在
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
は
、

バ
プ
ル
経
済
の
見
通
し
の
中
で
、
人
口

も
経
済
も
増
加
と
高
成
長
を
前
提
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
、
今
後
の
社
会
経
済

の
激
し
い
変
化
の
状
況
に
合
わ
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

■わ
か
り
や
す
い
着
実
な
計
画

時
代
潮
流
の
大
き
な
変
化
は
、
当
然

日
野
市
の
行
政
•
財
政
運
営
の
方
針
に

も
影
響
を
及
ぽ
し
ま
す
。
夢
と
活
力
あ

る
日
野
市
を
築
く
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
、
わ
か
り
や
す
い
着
実
な
基
本
構

想
・
基
本
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

■市
民
参
画
で
素
案
づ
く
り

2
0
1
0
年
プ
ラ
ン
は
、
平
成
13
年
と
L

度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。

「
人
と
人
と
が
や
さ
し
く
ふ
れ
あ
え

る
ま
ち
」
「
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
と

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」
を
目
標
に
、
環
境

に
や
さ
し
く
、
安
心
と
や
す
ら
ぎ
と
活

カ
の
あ
る
、
そ
し
て
自
己
改
革
に
挑
戦

す
る
ス
リ
ム
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
職 ¥¥ I /// 

■2
0
1
0
年
プ
ラ
ン
と

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

員
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ

る
、
構
想
・
計
画
の
素
案
づ
く
り
を
始

め
ま
す
。

2
0
1
0
年
プ
ラ
ン
づ
く
り
と
並
行

し
て
、
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
と

な
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
得
な
が
ら
っ

く
り
始
め
ま
す
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、

2
0
1
0
年
プ
ラ
ン
の
中

で
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
に
即
し

て
つ
く

っ
て
い
き
ま
す
。
あ
る
べ
き
地

域
の
姿
を
め
ざ
し
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
だ
さ
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
募
集
を
9
月
ご
ろ
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
発
足
会
を
闘
催

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
発
足
会

に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
ご
都
合
の
悪
い

方
は
、
申
し
込
み
の
と
き
に
そ
の
旨
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
5
月

9
H国
午
後
2
時
ー
4

時
（
受
付
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
）

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

問
合
せ
先
企
画
調
整
課

2
0
1
0
年
。
フ
ラ
ン
策
定

巾
民
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
員
を
募
集

2
0
1
0
年
プ
ラ
ン
は
、
職
員
推
進
画
調
整
課
(
〒

1
9
1
1
8
6
8
6
住
所
不

チ
ー
ム
員
と
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
要
／
回
5
8
1
.
2
5
1
6
)

へ

員
と
の
協
働
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
で
、
そ
の
素
案
を
作
成
し
ま
す
。
そ

し
て
、
庁
内
の
調
整
チ
ー
ム
が
素
案
を

原
案
に
整
え
、
市
議
会
に
提
案
し
て
議

決
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
と

一
緒
に
素
案
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
市
民
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
期
間
1
1
5
月
＼
来
年
9
月
ご
ろ

（
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議
を
月
2
回

程
度
開
催
、
原
則
土
曜
日
ま
た
は
日
曜

日
で

1
回
4
時
間
程
度
）

※
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
員
の
活
動
に
対

す
る
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
貝
と
な
ら
れ
た
方
も
、

今
後
募
集
す
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
応
募
で

き
ま
す
。

▽
定
員
11
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
方
全
員
を
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
員
と
し
ま
す

▽
申
込
み
1
1
4
月
30
日
②
（
必
着
）
ま

で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は

F
A
X
で
。
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
関
心
の
あ
る
市
政
の
分
野
ま

た
は
事
柄
を
記
入
し
、

H
野
市
役
所
企
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母
子
・
父
子
家
庭
に
育
成
手
当
、
母

子
家
庭
に
児
童
扶
養
手
当
が
、
障
害
を

お
持
ち
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

方
に
障
害
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
請
が

必
要
で
、
所
得
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
育
成
手
当

▽
対
象
11
昭
和
56
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
児
童
を
養
育
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
あ
て
は
ま
る
父
・
母
ま
た
は
蓑
育

者①
父
母
が
離
婚
②
父
ま
た
は
母
が
死
亡

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者
④
父

ま
た
は
母
が
1
年
以
上
生
死
不
明
⑤
父

・
認
知
の
父
ま
た
は
母
か
ら
遺
棄
さ
れ

て
い
る
（
仕
送
り
、
連
絡
な
ど
が
1
年

以
上
な
い
）
⑥
父
ま
た
は
母
が
1
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
出
生
（
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
認

知
の
父
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
受

給
可
）

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
児
童

1
人
に
つ
き
月
1
万
3
千
500
円

◆
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
11
昭
和
56
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
児
童
は
20

歳
未
満
）
の
児
童
を
養
育
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
母
ま
た
は
養
育

者①
父
母
が
離
婚
②
父
が
死
亡
③
父
が
重

度
の
障
害
者
④
父
が
1
年
以
上
生
死
不

明
⑤
父
・
認
知
の
父
か
ら
遺
棄
さ
れ
て

い
る
（
仕
送
り
、
連
絡
な
ど
が
1
年
以

上
な
い
）

⑥
父
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生

（
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
認
知
の
父
に

扶
蓑
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
受
給
可
）

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
児
童

1
人
の
場
合
…
月
4
万
2
千
370
円
（
一

部
支
給
の
と
き
は
月
2
万
8
千
350
円）

／
児
童
2
人
の
場
合
：
．
月
4
万
7
千
370

円
（

一
部
支
給
の
と
き
は
月
3
万
3
千

350
円）

※
受
給
権
は
資
格
発
生
時
か
ら
5
年
で

時
効
に
な
り
ま
す
。

◆
障
害
手
当

▽
対
象
11
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
重
度

の
場
合
…
1
人
に
つ
き
月
5
万
1
千
550

円
／
中
度
の
場
合
…
1
人
に
つ
き
月
3

る
20
歳

未

満

の

児

童

の

養

育

者

万

4
千
330
円

①
愛
の
手
帳
l
S
3
度
程
度
②
身
体
障
以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先
11
児

害
者
手
帳
1
S
2
級
程
度
③
脳
性
小
児
童
福
祉
課
児
童
係

ま
ひ
、
進
行
性
筋
委
縮
症
転
出
•
転
入
の
際
は

汀
[

1

日
500[
分
か
ら
1
人

-

水

道

使

用

中

止

・

開

始

※
障
害
児
が

一
定

の

福

祉

施

設

に

裔

の

連

絡

を

し
て
い
る
場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
◎
転
出
等
の
方

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

市
内
転
居
や
他
市
町
村
へ
転
出
の
際

▽
対
象
11
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
は
、
引
っ
越
し
の
4
、
5
日
前
ま
で
に

る
20
歳
未
満
の
児
童
の
養
育
者
領
収
書
ま
た
は
検
針
票
を
用
意
の
う
え

①
愛
の
手
帳
ー
ー
3
度
程
度
②
身
体
障
水
道
使
用
中
止
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

害
者
手
帳
ー
ー
3
級
ま
た
は
4
級

（

下

い

。
連
絡
を
忘
れ
る
と
、
そ
の
後
も
料

肢
の
一
部
）
程
度
③
早
期
幼
年
自
閉
症
、
金
を
継
続
し
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

精
神
分
裂
、
そ
う
う
つ
病
、
て
ん
か
ん
、
と
に
な
り
ま
す
。

頭
部
外
傷
後
遺
症
、
腎
・
肝
臓
疾
患
、
ま
た
、
水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る
時

心
臓
機
能
障
害
、
血
液
疾
患
、
呼
吸
機
や
、
家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
水
道
を
廃

能
障
害
等
で

一
定
程
度
の
障
害
が
あ
る
止
す
る
時
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
児
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
◎
転
入
等
の
方

受
け
て
い
る
場
合
や
一
定
の
福
祉
施
設
入
居
先
で
水
道
が
使
用
で
き
る
状
態

●
印
鑑
登
録
は
余
裕
を
も
っ
て
…

手
続
き
に

B
数
を
要
し
ま
す

印
鑑
登
録
は
、
皆
さ
ん
の
権
利
と
財
（
カ
ー
ド
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

産
を
守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
◎
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

登
録
手
続
き
は
、
万
全
を
期
し
慎
重
交
付
申
請
書
に
記
入
し
、
印
鑑
登
録

に
行
う
た
め
、
日
数
を
要
し
ま
す
。
余
証
（
カ
ー
ド
）
を
窓
口
に
提
示
し
て
本

裕
を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
し
た

◎
登

録

申

請

方

法

印

鑑

で

は

請

求

で

き

ま

せ

ん

。
や
む
を

登
録
申
請
者
ま
た
は
代
理
人
（
委
任
得
な
い
場
合
は
、
代
理
人
で
も
申
請
で

状
が
必
要
）
が
、
登
録
す
る
印
鑑
を
持
き
ま
す
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
印
鑑
（
認

参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
め
印
で
可
）
が
必
要
で
す
。

受
け
、
市
で
は
登
録
申
請
の
事
実
確
認

住

民

票

の

写

し

や

市
内
に
あ
る
戸
籍
な
ど
は

の
た
め
に
本
人
あ
て
に
文
書
（
照
会
書

郵
便
で
も
請
求
で
き
ま
す

・
回
答
書
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
回

答
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理
人

可
・
委
任
状
が
必
要
）
。
回
答
書
に
よ

り
本
人
の
意
思
を
確
認
し
、
印
鑑
登
録

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
登
録
者
本
人

が
官
公
署
が
発
行
し
た
有
効
期
限
内
で

写
真
の
あ
る
、
本
人
と
確
認
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
外

国
人
登
録
証
明
書
な
ど
）
を
持
参
し
、

申
請
す
る
場
合
は
、
文
書
に
よ
る
照
会

を
省
略
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
登
録
が
済
み
ま
す
と
印
鑑
登
録
証

住
民
票
と
戸
籍
の
申
請
書
は
、
送
信

用
及
び
返
信
用
封
筒
と
と
も
に
最
寄
り

の
市
内
郵
便
局
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

手
数
料
は
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
で
、

切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

う
え
お
送
り
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
返

送
先
は
、
現
住
所
の
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

以
上
▽
申
請
・
問
合
せ
先
11
市
民
課

／
七
生
支
所

(
6
5
9
1
.
7
7
1
2
)

家の垣ナ生ぐらすや心▲
 

生
け
垣
は
、
景
観
を
向
上
し
、
人
に

潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と

を
始
め
、
大
気
の
浄
化
、
防
塵
、
防
風
、

防
音
な
ど
の
様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
生
け
垣
を
新
た
に
設
置
し

た
り
、
既
存
の
プ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤

去
し
て
生
け
垣
に
す
る
場
合
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
災
害

に
強
く
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
新
設
す
る
生
け
垣
が
対
象

補
助
と
な
る
生
け
垣
は
、
原
則
と
し

て
、
幅
4
討
以
上
の
道
路
に
面
し
た
新

設
の
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

＊
工
事
実
施
前
後
の
写
真
が
必
要

こ
の
補
助
金
の
申
請
に
は
、
工
事
実

施
前
後
の
写
真
な
ど
が
必
要
で
す
。
補

助
金
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
工
事

実
施
前
に
市
役
所
3
階
緑
と
清
流
課
ヘ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
生
け
垣
の
見
本
園
が
あ
り
ま
す

日
野
中
央
公
園
南
側
の
都
市
緑
化
見

本
園
内
に
、
1
7
樹
種
の
生
け
垣
見
本
園

が
あ
り
ま
す
。
緑
と
清
流
課
の
窓
口

で
、
園
内
の
配
置
図
を
配
布
し
て
い
ま

冒農u 

で
も
使
用
開
始
の
申
し
込
み
を
し
な
い

と
、
使
用
開
始
日
や
使
用
者
の
確
認
が

で
き
ま
せ
ん
。
後
日
、
料
金
の
ト
ラ
ブ

ル
の
も
と
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
受
付
H
時
11
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
S
午
後
5
時

▽
問
合
せ
先
11
水
道
業
務
課

(
6
5
8
1
.

0
2
7
6
)
 

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課

雨
水
漫
透
ま
す

一〉

設
置
費
用
を
補
助

市
で
は
、
水
循
環
の
回
復
と
雨
水
の

流
出
防
止
の
た
め
、
雨
水
浸
透
ま
す
の

設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
1
棟
に
つ
き
20
万
円
を
限
度
に
、
約

600
基
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
特

に
旭
が
丘
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課

ー
ー
リ

義
務
教
育
~

教
育
費
の
一
部
を

援
助
し
ま
す

対
象
と
な
る
家
庭
に
、
学
用
品
費
・

給
食
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を

援
助
し
ま
す
。
希
望
者
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
引
き
続
き
受
給
を
希
望
す
る

方
も
、
再
度
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
1
1
小
・
中
学
校
の
児
童

•

生
徒

が
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

る
家
庭

①
生
活
保
護
受
給
中
②
昨
年
以
降
に
生

活
保
護
の
停
止
・
廃
止
を
受
け
た
③
経

済
的
理
由
で
子
供
の
教
育
費
に
困
っ
て

い
る
（
所
得
制
限
あ
り
）

▽
申
請
方
法
11
市
内
の
学
校
で
配
布
す

る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

押
印
・
証
明
書
添
付
の
う
え
、

4
月
21

日
困
ま
で
に
市
役
所
5
階
学
務
課
へ
持

参
※
指
定
日
以
降
に
申
請
し
た
方
は
、

申
請
の
翌
月
か
ら
認
定

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

増
改
築
か
ら
小
さ
な
修
繕
ま
で

●
大
工
さ
ん

を

紹

介

●
職
人
さ
ん

住
ま
い
を
増
改
築
し
た
い
け
れ
ど
大

工
さ
ん
・
職
人
さ
ん
の
心
当
た
り
が
な

い
、
小
さ
な
修
繕
を
ど
こ
に
頼
ん
だ
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
、
市

の
住
宅
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
の
建
設
組
合
を
通
じ
て
業
者
を
紹

介
し
ま
す
。

▽
手
順
11
①
産
業
振
興
課
へ
施
工
の
相

談
・
申
し
込
み
②
市
内
業
者
が
登
録
し

て
い
る
組
合
に
あ
っ
せ
ん
③
業
者
と
の

相
談
・
見
積
も
り
・
契
約
・
施
工
④
業

者
へ
代
金
支
払
い
⑤
業
者
か
ら
産
業
振

興
課
へ
報
告
書
を
提
出

▽
問
合
せ
先
11
産
業
振
興
課

●
地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う

特
定
事
業
者
の
方
へ

地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う
特
定
事
業

者
に
登
録
し
た
店
舗
・
事
業
所
の
方
で
、

さ
ら
に
ポ
ス
タ
ー
が
必
要
な
方
は
、
市

役
所
2
階
産
業
振
興
課
へ
お
出
で
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
産
業
振
興
課

•
和r
o
o

▽
16
日
11
日
野
消
防
署
開
署
50
周
年
記

念
・
豊
田
出
張
所
庁
舎
落
成
式
（
同
出

張
所
）
に
挨
拶
、
東
京
都
景
観
審
議
会

（
都
庁
）
に
出
席
▽
1
7
日
11
市
議
会
一

itg『

n
,
t
p
£
g
n
,
l
b'

ミ『

i
i
i
i
i

陰
["の

①
バ
ー
ス
テ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー

▽
日
時
1
1
4
月
25
日
①
午
後
1
時
30
分

か
ら

▽
内
容
11
パ
オ
の
体
重
当
て
ゲ
ー
ム
ほ

ヵ②
実
物
大
の
パ
オ
を
作
っ
て
み
よ
う

▽

B
程
1
1
4
月
1
8
B
旧
ー
5
月

9
日
国

▽
内
容
11
地
元
小
学
生
手
作
り
の
パ
オ

の
展
示

般
会
計
予
算
特
別
委
員
会
に
出
席
、
手

話
講
習
会
修
了
式
（
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
に
挨
拶
▽
18
日
ー
19
日
11
市
議
会

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会
に
出
席
▽

23
日
11
市
議
会
特
別
会
計
予
算
特
別
委

員
会
に
出
席
▽
26
日
11
市
議
会
本
会
議

（
議
案
・
請
願
審
査
報
告
、
議
案
上
程
）

せ
き
し
ゅ
ん

に
出
席
▽
2
7
8
1
1
ニ
ケ
領
宿
河
原
堰
竣

こ
う工

式
（
川
崎
市
）
に
出
席
、

H
野
青
年

会
議
所
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
▽
29
日
11
防
災

会
議
（
防
災
セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
、
日

野
市
企
業
公
社
臨
時
株
主
総
会
（
同
所
）

に
出
席
、
多
摩
平
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
点
灯

式
（
同
コ
ー
ト
）
に
挨
拶
▽
30
日
11
東

京
都
十

一
市
競
輪
事
業
組
合
理
事
会
及

び
議
会
臨
時
会
、
東
京
都
四
市
競
艇
事

業
組
合
理
事
会
及
び
議
会
臨
時
会
（
自

治
会
館
）
に
出
席
▽
31
日
11
退
職
者
辞

令
交
付
式
（
庁
内
会
議
室
）

-UL£
b
 

③
ゾ
ウ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

▽
H
程
1
1
4
月
1
8
8
S
5
月
9
日
の
日

曜
日
と
祝
日
※

5
月
4
日
叩
を
含
む

▽
内
容
11
ゾ
ウ
に
ち
な
ん
だ
動
物
舎
め

く
り

▽
定
員
11
各
日
1
千
人
（
先
着
順
）

④
飼
育
係
に
よ
る
パ
オ
の
話

▽
H
時
1
1
4
月
18
日
S
5
月
9
日
の
日

曜
日
と
祝
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
※
4

月
25
日
①
を
除
く
。

5
月
4
日
（
を
含

む
以
上
▽
会
場
・
問
合
せ
先
11
多
摩
動

物
公
園

(
6
5
9
1
.
1
6
1
1
)

■日
野
台
高
校
公
開
講
座
「
初
級
日
常

英
会
話
」

▽
日
時
1
1
5
月
15
日
S
6
月
19
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
2
時
ー
5
時
※
5
月
29

H
田
を
除
く

▽
会
場
11
日
野
台
高
校

▽
定
員
1
1
4
0
人
※
申
込
多
数
は
抽
選

▽
申
込
み
1
1
4
月
2
3
8②
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
、
都
立

H
野
台
高
校
公

開
講
座
係
(
〒

191ー

0
0
6
1
大
坂
上

4
の
16
の
1
6
5
8
2
.
2
5
1
1
)

へ

一 清流は一人ひとりの思いやり R 



第 965号 4/15 -溢o. 市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

●
離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以
外
の

食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣
を
付
け
る

準
備
と
し
て
、
離
乳
食
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
1
1
5
月
12
日
困
午
前
10
時
ー
11

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
お
話
と
試
食

保健•医療

認コ疇
狂
犬
病
予
防
巧

蒻
じ
胃

▽
対
象
11
生
後
4
ー
5
カ
月
児
（
平
成

10
年
12
月
1
日
S
1
1
年
1
月
31
日
生
ま

れ
）
と
親

▽
定
員
1
1
2
5
人
（
先
着
順
）

※
健
康
課
へ
申
し
込
み
を
。

●
市
民
健
康
教
室

市
内
で
希
望
す
る
場
所
に
、
出
前
で

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
11
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
会
場
11
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
市
内
ど
こ
で
も
結
構
で
す

▽
内
容
11
①
8
野
市
医
師
会
の
医
師
・

健
康
課
の
保
健
婦
・
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
の
講
話
②
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相

談
な
ど

▽
対
象
11
主
に
40
歳
以
上
の
市
民
の
方

で
構
成
す
る
15
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

▽
定
員
1
1
2
0
組
（
先
着
順
）

※
健
康
課
へ
申
し
込
み
を
。

●狂犬病予防注射と犬の登録 のみ防動 お年注度

日程 時間 ＾ 登票接物な近の射の生
＝ 場 録の種病おく予が登後

9 :50~10:10 第2武蔵野台地区センター ・交し院公の定義録 3

10:40~ 11 :20 福祉支援センター
変付‘等云＾
更を南で蝸蘊

は 務 と カ
‘づ‘月

11:50~12:20 東部会館（東側駐車場） ・ 受 多 6 菜を別け年以

13 : 50~ 14: l 0 まつばやし地区広場
死け摩月

ら
ご表ら 1上

亡て保 30 利のれ回の
14:40~15:00 市民陸上競技場（西側駐車場） のく健 H ば用とての犬

9 :50~10:10 河内公園
届だ所（水）ぃくおい狂は
けさでま だりま犬‘

10:40~11:10 南百草地区センター（観音堂公園）出い注で雙さです病生

11 :50~12:10 おくやま公園
~= 0 射し-口いす゜予涯
つ 犬済 予、

'-は
゜゜今防 1

13 : 30~ 14 : l 0 旭が丘南公園

14:40~15:20 南平体育館（西側駐車場） ．▽が昂しとのめきを▽いほ注▽時い

9 :50~10:10 新東光寺地区センター 371問あ常が病 ‘てし注よか射費受て

10:40~11 :oo 日野台地区センター（日野台公園）
・合るへぁ気おくつ意うに済用けは
7せ場曇り等子だか ll に登み ll 付市

11 :20~11 :50 多摩平第 1公園（西側広場） 6 外；合”-までささり①）ご録票 3 け役

13:10~13:30 第 1豊田荘広場
6 ll は 賃 す 会 ん い 抑 犬 協 料 550千し所
1南獣ム゜場連゜えの力 3 円 500て 3

14:10~15:□o日野中央公園 -/多医口→妊でれまら体を千-円い階
か

9 :50~10:40 福祉支援センター
／ 摩師華娠接はたれを 円 ／ ぐま環
市保に心・種ご事る清 ※未 注

11:20~12:10 旭が丘南公園 環健おぷ慶で遠故方潔 釣登射 t悶
13:40~14:3□ 日野中央公園 境所知 っ ．き慮防がに り録

保 ＾ ら そなを止連し 銭 の
卓全

課
※各日、午前9時に雨天の場合は中止。また、実施中に雨天となった場合も以全云せ品のい②のれ ‘ の犬 950
降の会場は中止。1会場でも中止の場合は予備日(5月20日）にも行います。課 042を-他こ犬たて犬 なは門 贔

竺
罪だ

①
正
職
員

▽
職
種
11
助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
）

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
応
募
資
格
11
昭
和
46
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
で
各
資
格
を
取
得
の
方

▽
提
出
書
類
11
①
所
定
の
試
験
申
込
書

（
市
役
所
4
階
職
員
課
と
市
立
病
院
で

配
布
中
）
②
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書

二
市
立
公

●平成11年度年金額※デ広晒即gのもの

*※保（に6保5険な歳険刊っ．料にてをのな納も未め老っ納齢たたや期璽免ら間醗除・守と・老の免金期齢困は閾基も疇が礎らあ年えのる合金ま場計せ中合がん年はお（蜃減古年804額算(3期さ,0200Plれ0繭月まを）含すな(799）いむ）と，500円〉
、65歳

＊病気やけがで重い障害がのこったら……障害基礎年金
つ障害の程度が重い方1,005,300円(l級）＜999,400円〉
障害の程度が軽い方 804,200円(2級）〈799,500円〉

※保険料を納めた期間か免除期間がないと、もしものときも障害基礎
年金はもらえません。

＊⇒子子き供供手がだがいけ死亡のるし妻場、妻合はやは小さ年な子額供lが,0残3ijさ,れ600た円ら・(1・・遺,族029基礎,500年金円
子供 の場合 年額 804,200円く 799,500円〉〉、

※保険料を納らめた期間か免除期間がないと、もしものときも遺族墓礎
年金はもえません。

の
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

4
月
か
ら
国
民
年
金
の
年
金
額
が
、

昨
年
の
消
費
者
物
価
上
昇
率
0
.
6
%

に
ス
ラ
イ
ド
し
て
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

（
別
表
左
参
照
）
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、

平
成
10
年
度
と
同
額
に
据
え
置
か
れ
ま

す
（
別
表
下
参
照
）
。

▽はめ 制引 1 ●平成11年度国民年金保険料
問ぶ忘ま度き年国
合 けれたをに分民
せても‘ごな前年
先大な口利り納金
II 変く座用ます保
保便‘振くする険
険利納替だ ゜ と 料
年でめをさお‘は
金すに利い得 3 納
課゜行用゜な千人
年くす前 850通
金手る 納円知
係間と 割割書

が納 引りで

を
一
三
存
じ
で
す
か

青
木
慎
吾
く
ん
（
あ
お
き
・
し
ん
ご
。

平
成
10
年
4
月
1
日
午
後
10
時
15
分

生
ま
れ
。
父
•
利
夫
さ
ん
、
母
・
美

佐
恵
さ
ん
。
大
坂
上
在
住
）
＼

カ
ボ
チ
ャ
が
大
好
物
の
慎
吾
く
ん
。

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く

お
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

こ。t
 今

、
一
番
好
き
な
こ
と
は
、
「
だ

ん
ご

3
兄
弟
」
を
踊
る
こ
と
。
歌
が

流
れ
る
と
テ
レ
ビ
に
注
目
で
す
。

4月後期休日診療医
診療時間：午前 9時～正午

午後 1時～ 5時

c 江渕医院（外胃・内・皮科） 高幡耳鼻咽喉科（耳科）
多摩平6-36-l ft58 l -04 75 高幡35-l久野第2ビル4階

日野台三丁目 云592-5467

可 i 右幡不動駅

戸元甘-
文▽ロ至

神
明

の
適
用
に
該
当
し
な
い
③
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
（
国
民
年
金
を
除
く
）

の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
か

通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る

方
で
、
加
入
期
間
が
2
0
年
以
上

(40
歳

以
降
の
場
合
は
10
年
以
上
）

ま
た
、
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を

受
け
て
い
る
人
に
よ
り
生
計
を
維
持

し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
親
族
は
申

請
で
被
扶
養
者
に
な
れ
ま
す
。

①
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶

者
（
内
縁
で
も
よ
い
）
と
3
親
等
ま
で

の
親
族
、
ま
た
は
配
偶
者
の
父
母
と
子

②
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
老
人

保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
③

年
間
の
収
入
が
一
定
額
未
満

▽
被
保
険
者
と
な
る
日
11
年
金
の
受
給

権
の
発
生
日

▽
届
け
出
11
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
1
4
日
以
内
に
世
帯
主
が
届
け
出

▽
届
け
出
に
必
要
な
も
の
11
年
金
証
書

・
保
険
証

退
職
後
、
再
就
職
を
せ
ず
国
民
健
康
▽
医
療
費
の
自
己
負
担
金
（
保
険
証
使

保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
で
、
次
の
要
件
用
の
場
合
）

11
被
保
険
者
本
人
…
外
来

に
該
当
さ
れ
る
方
は
退
職
者
医
療
制
度

2
割
、
人
院
2
割
／
被
扶
養
者
…
外
来

の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

3
割
、
入
院
2
割

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
②
老
人
保
健
▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
給
付
係

層‘‘
、創

'¥`
＇．刈
‘・
，＇ーー＼ゞ
‘l）4

,

煎し、

餅̀／
、か
籍
＼
洲
”
（
'ー、

刈`'.，＇ー應ふ蜻

＇、
｀

＇
；

と
成
績
証
明
書
③
資
格
証
明
書
（
写
し
）
▽
提
出
書
類
11
①
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

▽
試
験
日
・
会
場
1
1
4
月
2
1
8
困
午
前
②
資
格
証
明
書
の
写
し
※
看
護
助
手
は

9
時

か

ら

同

病

院

で

除

く

▽
応
募
方
法
1
1
4
月
2
0
日
因
午
後
5
時

▽

応

募

方

法

11
市
立
総
合
病
院
へ
書
類

ま
で
に
市
立
総
合
病
院
へ
書
類
を
持
参
を
持
参
か
郵
送

②

臨

時

職

員

▽

申

込

み

先

11
市
立
総
合
病
院
(
〒
191

▽
職
種
11
看
護
婦
（
士
）
、
准
看
護
婦

1
0
0
6
2
多
摩
平
6
の
1
の
1
6
5
8
1

（
士
）
、
看
護
助
手
、
理
学
療
法
士
・

2
6
7
7
)

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
応
募
資
格
1
1
4
5
歳
く
ら
い
ま
で
の
各

資
格
を
取
得
の
方

至
百
葦
園
駅

◎ 小松医院（内・児胃・放科） 落川診療所（内・児科）
多摩平4-9-l ft58 l-0474 落川345ft59 l -52 l 6 

至
八
王
子

●休日準夜診療所 ●休日歯科応急診療所

梅木医院（内・児科） ― 寺田医院（内・児・皮科）
多摩平6-32-14 ft58 l -04 77 落川696-4ft59 l -2852 

至至

！目
！北

> 派出所幼稚Ill

診療日 4月17日（土）・18日（日）・24日（土）・25日（日）・29日（木）

診療時間 午後 7時30分～ 10時30分

診療科一目 内科小児科

場 所
日野本町 1-7 -2 

生活・保健センター分室
ff584 - 1661 ， 

●救急病院4月後期宿日直予定表

市立総合病院

ff(581)2677 

皐品
外眼

科 科

（
夜
）
整

（
昼
）
整

形形

外外

科科

花輪病院

ft(582)006l ---2 

内

科

内

科

内・外科

診療日 4月18日（日）・25日（日）・29日（木）

1診療時間 午前 9時～正午、午後 1時～ 5時
（受け付けは午後4時まで）

場 九 所
高幡 308- l福祉支援センター内

:" ロ・囲594-21 l l 
.'・.り

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
日野消防署（ff581-0l19)へお問い合わせを。

19 20 21 22 23 | 24 
（月） （火） （水） （木） （金） （土）

内外眼外泌

科 科 科 科

尿

器

科

（
夜
）
外

（
昼
）
外

科科

外

科
内

科

内

科
内

科

内

科
内

科

麟内整眼

形

外

科 科 科

外

科
内

科

内

科

R 健康でいきいきとしたまちに
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至立川駅

至
八
王
子

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
等
は
、

お
渡
し
ま
す
。

●受付時閏

月曜日～土曜日の午前 9時～正午

午後 1時～4時
※祝日と12月29日～1月3日を除く。

屠

自
転
車
を
な
く
そ
う
／・

し
い

]

[
[
/
[
輪
[
[
／
ぃ
[

歩
き
ま
し
ょ
う
。

て
放
置
自
転
車
は
撤
去
し
ま
す

自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
（
駅
周
辺

半
径
300
い
く
ら
い
）
と
公
共
の
場
所
等

に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
等
は
、
保
管
場

所
（
保
管
場
所
案
内
図
参
照
）
に
撤
去

し
ま
す
。
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
等
の
引

き
取
り
の
際
に
は
、
撤
去
料
を
徴
収
し

ま
す
。
な
お
、
引
き
取
り
の
な
い
自
転

車
等
は
、
2
カ
月
保
管
後
に
処
理
し
ま

す
。

▽
撤
去
料
11
自
転
車
…
2
千
円
／
原
動

機
付
自
転
車
：
3
千
円

マ
駐
輪
場
を
案
内
し
ま
す

市
内
の
駅
周
辺
に
は
、
無
料
駐
輪
場

が
29
カ
所
、
有
料
駐
輪
場
が
23
カ
所
（
駐

輪
場
案
内
図
参
照
）
あ
り
ま
す
。
も
し
、

満
申
の
た
め
予
定
し
た
駐
輪
場
が
利
用

で
き
な
い
時
は
、
他
の
駐
輪
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
の
駐
輪
場
は
、

自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
(
5
0
c
C
)
用

で
す
の
で
、
大
き
い
バ
イ
ク
は
と
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

-9-Allllllr,1 692,763円

”
 

）
 

円
5

億

8
（
 

闊出’’

た
増
え
続
け
る
老
人
医
療
費

芯
壱
存
じ
で
す
か
、
年
間
1
人

70”円

＼

お
年
寄
り
に
な
る
と
、
病
気
に
か
か
受
診
が
1
日
約
5
千
900
円
、
人
院
は
1

り
や
す
く
、
治
り
に
く
く
な
る
た
め
、
日
約
1
万
8
千
円
に
も
な
っ
て
い
ま
す

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
多
く
な
（
平
成
9
年
度
）
。

り
ま
す
。
健
康
で
明
る
い
老
後
を
過
ご
老
人
医
療
費
（
患
者
負
担
以
外
）
は

し
、
増
え
続
け
る
老
人
医
療
費
を
少
し

3
割
を
国
や
都
・
市
の
公
費
で
負
担

で
も
減
ら
す
た
め
、

H
ご
ろ
の
健
康
管
し
、
残
り
7
割
（
老
人
保
健
施
設
療
蓑

理

に

努

め

た

い

も

の

で

す

。

費

な

ど

は

5J
割
）
が
国
民
健
康
保
険
や

老
人
保
健
制
度
は
、
老
人
保
健
法
に
企
業
な
ど
の
健
康
保
険
に
よ
っ
て
ま
か

基
づ
く
制
度
で
、
す
べ
て
の

70
歳
以
上

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
方
と
寝
た
き
り
な
ど
一
定
の
障
害
の

●

グ

ラ

フ

の

説

明

状
態
に
あ
る
65
歳

以

上

の

方

を

対

象

と

平

成

9
年
9
月
の

一
部
負
担
金
の
改

し
て
い
ま
す
。

正
で
、
何
回
通
院
し
て
も
外
来
の
場
合

こ
の
制
度
で
は
、
外
米
診
療
の
際
は

1
カ
月
1
f
2
0
円
だ
っ
た
自
己
負
担
金

l
H
5
3
0
円

(
1
カ
月
4
回
ま
で
負
担
．
が
、

1
D
S
O
O
円
（
最
高
2
千
円
）
に
改

最
高
2
T
1
2
0
円
）
＋
薬
剤
の

一
部
負
担
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
影
雫
か
ら
か

一

金
、
入
院
の
際
は
1
日
1
千
200
円
＋
食
人
当
た
り
の
医
療
費

(68
万
8
千
859
円）

事
代
1
B
7
6
0
円
だ
け
を
負
担
す
れ
ば
よ

は

前

年

比

で

0
.
6
％
減
少
し
ま
し
た
。

い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
よ
り

し
か
し
、
こ
の
額
は
実
際
に
か
か
っ
医
療
費
総
額
は
5
.
2
％
の
伸
び
を
示

た
費
用
の
ほ
ん
の

一
部
で
す
。
医
療
機
し
て
い
ま
す
。

関
に
実
際
に
支
払
わ
れ
る
額
は
、
外
来

n
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E 介護保険導入後の
保健•福祉サービスの利用意向
（上位回答のみ／複数回答）

①滞在型

ホームヘルプ

②移送サービス

⑧訪問看護

④緊急通輻システム

R介護福祉用具

53.8% 

38.3% 

37.6% 

36.2% 

36.0% 

-f 
一 炉rt

①療養型病床群

②特別養護

老人ホーム

R老人保健施設

41.1% 

38.5% 

38.1% 

EEl家族の中の主な介護者

口無回答 ←ー田高齢者本人の配偶者

■その他の
同居の家族
1.3% 

1．心身の負担が大きい

2．もっと介護サービスを利用させたい

3．困っていることはない

4経済的負担が大きい

5．介護の方法がわからない

6．家族や近隣の理解が足りない

7．その他

匡l高齢者本人の

同居の子供

（息子、娘）

恒高齢者本人の

子供の配偶者

（息子の妻等）

困ホームヘルパー

EEI介護を行う上での問題点（複数回答）

30 40 

48.3% 

50(%) 

介
護
保
険
が
開
始
さ
れ
た
時
の
利
用

意
向
は
、
在
宅
サ
ー
ピ
ス
で
は
「
滞
在

型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ピ
ス
」
が
一
番

多
く
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
介
護
療
養

型
医
療
施
設
で
あ
る
「
療
養
型
病
床
群
」

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
l
)
。

主
な
介
護
者

主
に
介
設
し
て
い
る
方
は
、
「
高
齢

者
本
人
の
配
偶
者
」
が
2
2
.
7
%
、
「
高

齢
者
本
人
の
同
居
の

f
供
」
が
2
1
.
9

％
と
な

っ
て
い
ま
す

（図
2
)
。

主
な
問
題
点

介
護
を
行
う
上
で
「
困
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
」
人
が
2
6
.
0
％
い
ま
す
。

E 介護に関する相談相手（複数回答）

2む^ 30

゜l．家族・親族

2．診療所や病院の医師など

3．市や都の保健福祉窓口など

4．訪問保健婦、ホームヘルパー、
訪問看護婦など

5近隣の人、民生委員など．、』

6在宅介護支援センター

7相談する相手がいない

8薬局や介護用品店

9．特別養護老人ホームなどの
福祉施設

10その他

用
1
戸

▽
申
込
資
格

1
1
4
月
23
日
現
在
、
満
65

歳
以
上
で
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

ガ①
市
内
に
引
き
続
き
3
年
以
上
居
住
し

て
い
る

②
自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る

③
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
た
り
、

著
し
く
劣
悪
な
状
態
の
住
宅
に
居
住
し

て
い
て
住
宅
（
持
ち
家
を
除
く
）
に
困
っ

て
い
る

▽
募
集
人
数

1
1
1
人

▽
使
用
科

1
1
1
万
3
千
円
＼
6
万
7
千

円
の

6
段
階

かなゃ

▽
人
居
予
定
日

1
1
5
月
中
旬
ご
ろ

ァピ

▽
申
込
み

1
1
4
月
23
日
②
ま
で
に
本
人

（
が
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
2
階

ル

高

齢

福

祉

課

ヘ

▽
問
合
せ
先

11
高
齢
福
祉
課
福
祉
係

シ▲
 

＾
院
見
舞
共
済

，ー

1:5

70歳
以
上
、

7
B以
上
人
院
時
に

老
人
入
院
見
舞
共
済
制
度
は
、

70
歳
▽
申
請
に
必
要
な
も
の

11
①
入
院
期
間

以
上
の
方
が
病
気
な
ど
で

7
日
以
上
入
が
証
明
で
き
る
も
の
（
人
院
費
領
収
書
、

院
し
た
時
に
見
舞
金
を
贈
る
制
度
で
人
院
証
明
書
な
ど
）
②
印
鑑
（
朱
肉
を
使

す
。
7
日
以
上
入
院
し
た
場
合
は
、
忘
う
も
の
）
③
請
求
者
の
預
金
通
帳
（
郵
便

れ
ず
に
、
市
役
所
2
階
高
齢
福
祉
課
へ
局
は
除
く
）
※
直
接
請
求
で
き
な
い
場

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

合
は
、
電
話
で
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
見
舞
金
額
11
別
表
の
と
お
り

▽
問
合
せ
先

11
邸
齢
福
祉
課

□1
8
1

〗m
m
巨

見

上
に
な

っ
た

と

と

＂

日

日

き
③
入
院
中
に

Bit
数

皿

院

～

3
月
31
日
を
迎

え
た
と
き
．

入

Et
ー2
 

※
6
カ
月
以
内

に
請
求
を
。

lO 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向

屈―
い

厨
-
―
-
―
＿
ー
、
―
-
＿
＿
―
ー
、

―
-
＝
-
＿
ー
、e
-＿
＿ーー、
｀
二
＿
―
ー
、
{
-
＿
一
ー
ー
、
＿
―
-
―
ー
ー
、
―
-
＿
＿
一
ー
、
｀
—
＿
-
―
ー
、
｀
—
＿
＿
一
ー
、
｀
―
-
ー
ー
ー
、

3
-＝
-
―
ー
、
`
-
＿
-
―
ー
、
`
_
＿
＿
-
、
`
_
―
―
ー
ー
、
―
-
＝
-
―
ー
、
―
-
＝
-
＿
・
ヽ
｀
―
-
ー

l
＿
rヽ
-
＿
＿
—
ー
、
―
-
＝
-
―
.
、
_
-
＝
-
＿
ー
、
`
-
=
l
—
ー
、

援
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
日
常
の
生
活
状
況
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等

を
要
す
る
「
準
寝
た
き
り
」
が
3
2
.
7

を
お
聞
き
し
た
「
要
援
護
者
調
査
」

。
こ
の
調
査
を
、
昨
年
1
1
月
1
日

S
1
3

％
と
最
も
多
く
、
次
に
、
独
力
で
外
出

日、

65
歳
以
上
の
市
民

1
千
188
人
を
対
象
に
民
生
委
員
に
よ
る
訪
問
配
布
・

が
で
き
る
「
生
活
自
立
」
が
2
7
.
4
%
、

回
収
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
回
収
率
は

9
9
.
3
%
、
集
計
対
象
者
は
現
在
入

何
ら
か
の
介
助
が
必
要
で
ベ

ッ
ト
上
で

院
等
を
除
い
た

864
人
（
男
性

273人
、
女
性

591
人
）
で
す
。
広
報
今
号
で
は
、

生
活
を
す
る
「
寝
た
き
り
」
が
1
3
.
4

そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

％
、
排
せ
つ
、
食
事
、
着
替
え
ま
で
に

介
助
が
必
要
な
「
重
介
護
寝
た
き
り
」が

1
2
.
0
％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
実
態

ま
た
、
現
在
利
用
し
て
い
る
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
状
況
で
は
、
「
医
師
に
よ
る

訪
間
診
療
」
が
男
女
と
も
加
齢
に
つ
れ

て
利
用
者
が
多
く
な
る
傾
向
で
す
。

ヽ

40 

世
帯
状
況
で
は
、
高
齢
者
の
み
の
単

身
世
帯
、
配
偶
者
と
の

2
人
世
帯
高
齢

者
は
4
3
.
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女

性
の

1
人
世
帯
が
男
性
よ
り
も
多
い
傾

向
で
す
。

健
康
状
態
で
は
、
外
出
の
際
に
介
護

50 60 70 80(%) 

67.6% 

28.3% 

26.9% 

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
相
手
は
、
「
家

介
護
保
険
準
備
室

困
晋
ー
―
―
凸
り

"qd{-'
＃羞
1

岳
"

し
か
し
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
全

体
の

4
分
の

3
お
り
、
問
題
点
で
は
「
心

身
の
負
担
が
大
き
い
」
が
4
8
.
3
%
、

「
も
っ
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ

た
い
」
が
3
4
.
3
％
と
古
四
く
な
っ
て
い

ま
す
（
図
3
)
。

主
な
相
談
相
手

族
・
親
族
」
が
6
7
.
6
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
診
療
所
や
病
院
の
医
師
等
」

が
2
8
.
3
%
、
「
市
や
都
の
保
健
福
祉
窓

口
等
」
が
2
6
.
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す

（図
4
)
。
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9年度

41 日~ .eo日
ベ`・ 

61日~̀、80日

B1日~110日

（
高
齢
福
祉
課
）

111日～1508

151日～180日

18]日以上

＇

保
健
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
ー

委
員
会
開
催
状
況
と
次
圃

f
定

保
健
福
祉
計
画
の
重
点
事
業
の
実
施
時

状
況
や
介
談
保
険
事
業
計
画
の
内
容
等

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
504
会
議
室

を
審
議
す
る
「
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

▽
定
員
1110
人
程
度

保
険
事
業
計
画
作
成
委
員
会
」

。
構
成

▽
申
込
み
先

11
介
設
保
険
準
備
室

メ
ン
パ
ー
は
、
市
民
か
ら
の
公
募
委
員

＿

〈JI
護
保
険
制
度

一

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の

5

人
を
含
む
、
保
健
・
医
療
•
福
祉
の

経
験
者
、
学
識
経
験
者
、
市
議
会
議
員

と
行
政
職
員
の
合
計
20
人
で
す
。
昨

年

歩

そ

入

意

向

を

調

査

11
月
に
発
足
し
、
こ
れ
ま
で
に
4
回

開

市

で

は

、

来
年
4
月
か
ら
始
ま
る
介

催
し
ま
し
た
。

護
保
険
制
度
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
希
望

今
後
は
、
各
種
実
態
調
査
の
結
果
や
事
業
者
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
票

同
か
ら
の
政
省
令
等
を
基
に
、
保
健
福
が
未
着
の
事
業
者
で
、

サ
ー
ビ
ス
提
供

祉
計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
作
成
事
業
者
と
し
て
参
入
意
向
の
あ
る
方

に
取
り
組
み
、

9
月
の
市
議
会
に
中
問
に
、
次
の
と
お
り
調
査
票
を
配
布
し
ま

報
告
を
行
う
予
定
で
す
。

す
。

な
お
、
次
回
の
開
催
予
定
は
次
の
と

▽
配
布
期
間
1
1
4
月
15
日
困
i
2
1
日
困

お
り
で
す
。
傍
聴
希
望
の
方
は
お
申
し
※
土
曜
・
日
曜
8
を
除
く

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
場
所
・
問
合
せ
先
11
市
役
所
2

▽
日
時
1
1
4
月
28
日
因
午
後
2
時
i

4

階
介
護
保
険
準
備
室

9
•

、
ソ
ル
バ
ー
ピ
ア入居
者
募
集

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
萬
齢
者
集
合
住
宅
）

の
空
き
家
の
入
居
者
を
券
集
し
ま
す
。

今
回
は
、
抽
選
に
よ
ら
ず
、
住
宅
の
困

窮
度
で
入
居
者
を
選
定
す
る
ポ
イ
ン
ト

方
式
で
行
い
ま
す
。

▽
募
集
住
宅

11
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
や
な
か

2
階
（
日
野
3
0
1
2
の
1
)
※
単
身

◎
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市役所代表電話

TEL.042-585-1111 広報こ鯵0 第965号 4/15 

＊
日
野
写
楽
会
の
催
し

①
フ
オ
ト
サ
ロ
ン

▽
日
時

1
1
4
月
17

日
午
後
6
時
30
分
S
8
時
30
分
▽
会

場
1
1
勤
労
•
青
年
会
館
▽
内
容11
花

紀
行
・
ス
ラ
イ
ド
で
見
る
四
季
の
花

々
ほ
か
▽
費
用

11500
円
き
）
自
分
で

撮
影
し
た
写
真
の
ご
持
参
を
②
春
季

撮
影
会
S
東
京
競
馬
場
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
▽
日
時

1
1
4
月
24
日
午
前
9
時
S

午
後
1
時
※
府
中
本
町
駅
前
に
午
前

8
時
30
分
集
合
。
雨
天
中
止

以
上
▽
問
合
せ
先

11
吉
野

(6582

.
3
3
6
9
夜
間
）

ふ
な

＊
日
野
市
少
年
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

▽
日
時

1
1
4
月
25
日
午
前
8
時
S
正

午
※
多
摩
テ
ッ
ク
正
門
前
に
午
前
7

時
集
合
▽
会
場

11
淡
水
へ
ら
鮒
会
養

成
池
▽
対
象
11
小
5
S
中
3
▽
定
員

1130
人
（
先
着
順
）
※
賞
品
あ
り
▽

持
ち
物
＂
へ
ら
鮒
釣
り
道
具

一
式、

ね
り
え
さ
、
弁
当
ほ
か
▽
申
込
み
先

11
-＿一
川

(
6
5
8
2
.
2
6
8
5
)

＊
犬
・
ネ
コ
の
不
妊
・
去
勢
手
術

S

動
物
愛
護
・
春
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
費
用

11
雄
…
5
千
250
円
、
雌
…
1

万
500
円
※
生
活
保
渡
世
帯
は
無
料
▽

申
込
み

1
1
4
月
19
日
S
2
1
日
午
前
9

時
＼
午
後
8
時
に
動
物
た
ち
の
会

(
6
5
8
3
.
2
9
0
8
)

へ

＊
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
案
内
説
明
会

▽
日
時

1
1
4
月
16
日
午
前
9
時
30
分

か
ら
▽
会
場

11
市
内
シ
ル
バ

1
人
材

セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
シ
ル
バ
ー
体
験

記
、
概
要
説
明
▽
問
合
せ
先
I
I
B
野

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(6581

•8171) 
＊
日
野
・
子
ど
も
と
本
の
出
会
い
の

会
か
ら

て
子
ど
も
の
本
ま
つ
り
の
実
行
委
員

会
▽
日
程

1
1
4
月
17
日
て
日
野
の
図

書
館
の
歩
み
▽
日
程

1
1
5
月
1
日
▽

講
師

11
斉
藤
隆
夫
氏
（
前
図
書
館
長
）

以
上
▽
時
間

11
午
後
2
時
S
4
時

30
分
▽
会
場

11
高
幡
図
書
館
▽
問
合

せ
先

11
加
藤

(
6
5
9
2
.
2
0
1
9
)

＊
新
施
設
建
設
の
た
め
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
物
品
提
供
を

▽
食
器
、
雑
貨
、
お
も
ち
ゃ
、
衣
類
、
食

料
品
な
ど
の
提
供
を
。
取
り
に
伺
い

ま
す
▽
問
合
せ
先

11
障
害
者
通
所
訓

練
施
設
「
す
ず
か
け
の
家
」

(6591

•7561) 
＊
日
野
保
育
園
パ
ー
ト
保
育
士
募
集

▽
勤
務
8
時
11
月
曜
＼
金
曜
日
①
午

前
7
時
S

9
時
30
分
②
午
後
4
時
S

7
時
▽
勤
務
場
所

11
同
保
育
園
（
新

町
1
の

5
の
6
)

▽
対
象
11
明
る
＜

子
供
好
き
な
方
※
詳
細
は
面
接
で
▽

問
合
せ
先

11
同
保
育
園

(
6
5
8
1
.
o

2
4
9
午
後
5
時
ま
で
）

＊
日
野
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

・
加
盟
団
体
募
集

▽
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
ネ
ー
チ
ャ
ー
レ

ク
•
福
祉
レ
ク
・
芸
術
・
文
化
・
学
習
な

ど
の
団
体
、
ク
ラ
プ
を
募
集
▽
費
用

11
単
独
団
体
…
年
5
千
円
、
連
盟
で

加
入
…
年
1
万
円
▽
問
合
せ
先

11
同

協
会
事
務
局
（
宮
入
6
5
8
3
.
7
2
9

l
)
 

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

▽
日
時

1
1
5
月
9
8
、
6
月
13
日
午

器知容戯傾邑闊

前
9
時
S
午
後
3
時
▽
会
場

11
高
幡

不
動
尊
境
内
▽
費
用

1
1
2
千
円
▽
問

合
せ
先

11
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
社
交
ダ
ン
ス
中
級
コ
ー
ス

▽
日
時

1
1
4
月
20
日
S
5
月
25
日
の
火
曜
・

金
曜
日
午
後
7
時
30
分
S
9
時
▽
費

用
1
1
1
万
6
千
800
円
▼
カ
ヌ
ー
講
習

会
▽
日
程

1
1
4
月
24
日
・

2
5
8
▽
会

場
11
多
摩
川
（
青
梅
市
）
▽
費
用
＂

6
千
300
円
マ
パ
ソ
コ
ン
入
門
II
（復

習
編
）
▽
日
時

1
1
5
月
12
日
S
1
4
日

午
後
7
時
S
9
時
▽
費
用

1
1
9
千
450

円
マ
①
雪
原
の
ん
び
り
敵
歩
②
初
め

て
滑
る
山
ス
キ
ー
▽
日
程

1
1
5
月
14

日
S
1
6
日
▽
場
所

11
北
ア
ル
プ
ス
立

山
・
室
堂
付
近

▽
費
用
1
1
5
万
2
千

500
円
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

・
問
合
せ
先

11
同
セ
ン
タ
ー

(6582

.
3
1
3
6
)
 

＊

「
子
ど
も
の
虐
待
」
講
演
学
習
会

▽
日
時

1
1
4
月
17
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
30
分
▽
会
場

11
神
明
橋
地
区

セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
虐
待
を
防
止
す

る
た
め
地
域
で
今
な
に
が
で
き
る
か

▽
費
用

11300
円
▽
問
合
せ
先

11
酒
井

(
6
5
8
4
.
3
5
6
8
)
 

＊
う
キ
J
l

つ
き
手
芸
教
室

▽
8
時
1
1
4
月
22
日
午
前
10
時
S
正

午
▽
会
場
11
女
性
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
ソ
ー
プ
で
作
る
花
か
ご
▽
費
用

11

1
千
200
円
（
材
料
費
、
講
習
費
）
▽

申
込
み
先

11
あ
い
あ
む
2
号
店

(
6

.
6
6
5
7
.
2
9
5
2
l
 

゜
7
 ゜

＊
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
無
料
体
験

講
習
会

▽
日
程
・
会
場

1
1
4
月
22
日
・
・
・
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
24
日
：
勤
労
・

青
年
会
館
▽
時
間

11
午
前
9
時
30
分

S
正
午
、
午
後
1
時
30
分
S
4
時、

7
時
S
9
時
30
分
▽
対
象

11
初
心
者

・
中
高
年
者
各
20
人
▽
申
込
み
先
II

ワ
ー
プ
ロ
同
好
会
（
村
上

6
5
8
4
.
1

3
8
1
)
 

＊
観
世
流
謡
曲
初
心
者
講
習
会

▽
5
月
S
来
年
3
月
の
月
2
回
土
曜

・
日
曜
日
に
市
内
で
（
会
場
は
未
定）

▽
費
用

11
年
1
千
500
円
▽
事
前
説
明

会
1
1
4
月
25
日
午
前
10
時
S
1
1
時
▽

会
場

11
高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
問
合

せ
先

11
橋
本
（

6
0
4
2
6
.
6
1
.

0
8
3
6
)
 

＊
日
野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会
・

連
続
講
座
「
死
者
が
語
る
戦
争
」
⑧

▽
日
時

1
1
4
月
25
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容

11
南
方
戦
線
・
質
疑
▽

講
師
＂
小
松
良
郎
氏
マ
費
用

11300
円

＞
問
合
せ
先

11
松
尾

(
6
5
9
1
.
2
5

6
6
)
 

＊
日
野
市
肝
臓
病
友
の
会
「
肝
炎
治

療
の
叢
新
情
報
ー
病
気
と
上
手
に
付

き
合
う
に
は
」

▽
日
時

1
1
4
月
25
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

講
師

11
田
村
豊
氏
（
三
井
記
念
病
院

医
師
）
▽
問
合
せ
先

11
赤
塚

(6585

•1723) 
*
2
0
1
0
年
プ
ラ
ン
は
市
民
の
手

で
！
日
野
市
の
市
民
参
加
を
考
え
る

▽
日
時

1
1
4
月
25
日
午
後
1
時
30
分

¥
4
時
▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
＂
事
例
報
告
と
市
民
の

意
見
を
集
約
▽
費
用

11500
円
（
資
料

代
）
▽
申
込
み
先
11
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
ひ
の
（
中
尾

6
5
9
3
.
8

7
9
7
)
 

＊
彫
刻
造
形
展
ひ
の
，
99

▽
日
時

1
1
4
月
2
0
B
S
2
5
日
午
前
9

時
S
午
後
6
時
※
20
日
は
正
午
か
ら

▽
会
場

11
市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ
ザ

▽
内
容

11
木
彫
・
石
彫
・
ガ
ラ
ス
ほ

か
▽
問
合
せ
先

11
堀
本

(
6
5
8
4
.
2

0
1
1
)
 

＊
ば
ら
の
会
「
油
水
彩
展
」

▽
日
時

1
1
4
月
20
日
S
2
5
日
午
前
10

時
30
分
S
午
後
5
時
▽
会
場

11
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
II

内
藤

(
6
5
8
4
.
1
3
5
5
)

＊
御
子
柴
昭
治
・
万
里
子
展

▽
日
時

1
1
4
月
2
7
日
S
5
月
2
日
午

前
11
時
＼
午
後
6
時
※
2
日
は
午
後

5
時
ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
マ
内
容

11
パ
ス
テ
ル
画
・

素
描
ほ
か
▽
問
合
せ
先

11
御
子
柴

(
6
5
8
1
.
0
9
9
0
)
 

＊
日
野
市
民
合
唱
団
定
期
演
奏
会

▽
日
時

1
1
5
月
22
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11
八
王
子
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ
先

11
金
子

(
6
5
8
1
.
8
2

1
2
)
 

＊
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
な
た

ぽ
っ
こ
」
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
S
午
後
3

時
に
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
▽
内
容

11
食
事
作
り
、
話
し
相
手
、
介
助
、

送
迎
運
転
ほ
か
▽
問
合
せ
先

11
日
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
大
島
6
5
8
2
.
2

3
1
9
)
 

＊
硬
式
テ
ニ
ス
女
子
講
習
会

・▽
日
時

1
1
5
月
11
日
S
1
1
月
2
日
の

侮
月
第
1
火
曜
日
午
前
9
時
S
正
午

※
8
月
を
除
く
（
全
6
回
）
、
雨
天

中
止
▽
会
場

11
多
摩
平
第

一
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
▽
定
員

1120
人
（
先
着

順
）
＞
費
用

1
1
4
千
円
（
ボ
ー
ル
代

含
む
）
▽
申
込
み
先

11
日
野
市
テ
ニ

ス
協
会
（
本
多
6
5
8
3
.
8
6
8
7
午

後
6
時
以
降
）

＊
硬
式
テ
ニ
ス
春
季
女
子
ダ
ブ
ル
ス

大
会

▽
日
程

1
1
5
月
17
日・

24
日
※
予
備

日
31
日
▽
会
場

11
旭
が
丘
中
央
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
対
象
11
市
内
在
住

•
在
勤
者
▽
費
用11
1

ペ
ア
4

千
円

▽
申
込
み

1
1
4
月
30
日
（
必
着
）
ま

で
に
現
金
書
留
で
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
主
な
戦
歴
を
記
入
し
、

星
野
令
(
〒

1
9
1
_
0
0
3
3
百
草
878

の
2
百
草
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン

6591.

1
2
1
2
)

へ

＊
硬
式
テ
ニ
ス
・

l
-
l

ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

ス
大
会

▽
日
程

1
1
5
月
30
日、

6
月
6
日
・

13
日
※
予
備
日
20
日
＞
会
場

11
多
摩

平
第

一
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
種
目

11
一
般
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
▽
対
象

11
市

内
在
住
・
在
勤
者
▽
費
用

1
1
1
ペ
ア

4
千
円
▽
申
込
み

1
1
4
月
30
日
（
必

着
）
ま
で
に
現
金
書
留
で
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
種
目
、
ペ

ア
の
間
柄
を
記
入
し
、
井
上
文
枝

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
リ
バ
テ
ィ
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
30
分
S
7

時
4
0分
（
初
心
者
）•7
時
5
0分S

9
時
20
分
（
中
級
）
に
湯
沢
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費
用

11
入
会
金
2

千
円
、
月
2
千
円
（
中
級
は
3
千
円
）

※
指
導
あ
り
▽
問
合
せ
先

11
阪
田

(
n
5
8
3
.
9
9
8
8
)
 

＊
多
摩
平
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

▽
①
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
S
8
時

50
分
に
二
中
体
育
館
な
ど
で
②
毎
週

木
曜
・
月
曜
日
午
後
1
時
15
分
S
5

時
に
富
士
電
機
体
育
館
な
ど
で
▽
費

用
11
入
会
金
1
千
500
円
、
年
4
千
円

（
②
は
月
2
千
円
）
▽
問
合
せ
先
II

袖
野

(
6
5
8
1
.
3
8
4
8
)

＊
フ
ラ
ダ
ン
ス
豊
田
サ
ー
ク
ル

▽
毎
月
第
1
•
第3
水
曜
日
午
後
1

時
S
2
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

吉
冨
（
多
摩
平
5
丁
目
）
で
▽
対
象

11
初
心
者
※
指
導
あ
り
▽
費
用

11
入

会
金
1
千
円
、
月
3
千
円
▽
問
合
せ

先
11
荒
井

(
6
5
8
1
.
3
7
1
9
)

＊
日
本
史
を
学
ぷ
会
「
吉
田
ゼ

l
l
-

」

▽
毎
月
第
2
土
曜
日
午
後
1
時
30
分

S
3
時
30
分
に
中
央
公
民
館
な
ど
で

▽
内
容

11
平
家
物
語
（
下
巻
）
、
史

跡
探
訪
ほ
か
▽
費
用

1
1
6
カ
月
7
千

円
▽
問
合
せ
先

11
平
井

(
6
5
8
3
.
1

4
5
8
)
 

＊
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

▽
鋸
週
士
曜
日
午
後
3
時
30
分
S
5

時
に
仲
田
小
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用

11
入
会
金
1
千
円
、
月
3
千
円
▽
持

ち
物

11
バ
ス
タ
オ
ル
、
上
履
き
▽
問

う
す
き

合
せ
先
1
1
薄
(
6
5
8
5
.
0
5
7
9
)

*
3
B
体
操
「
3
B
ク
ラ
ブ
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
S
1
1
時
30

分
に
南
平
体
育
館
な
ど
で
7
内
容
II

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
道
具
使
用
の
運

動
▽
対
象
1
1
5
0
歳
以
上
の
女
性
▽
費

用
11
入
会
金
1
千
円
、
月
3
千
円
▽

問
合
せ
先
11
大
貰

(
6
5
8
1
.
7
9
0

9
)
 

*
T
A
M
A
2
1
交
響
楽
団

▽
10
月
の
演
奏
会

(
2
日
パ
ル
テ
ノ

(〒

1
9
1
_
0
0
5
5
西
平
山
ー
の

20

の
1
平
山
台
テ
ニ
ス
ク
ラ
プ
内
6586

.
0
0
3
0
)

へ

ン
多
摩
、

10
日
武
蔵
野
市
民
文
化
会

館
）
で
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
演

奏
し
て
く
れ
る
方
▽
対
象
11
多
摩
地

区
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
▽
費
用

11

年
2
千
円
、
演
奏
会
参
加
費
3
万
円

程
度
※
土
曜
夜
間
、
ま
た
は
日
曜
に

中
央
線
沿
線
で
練
習
▽
問
合
せ
先
II

武
藤

(
6
0
4
2
.
3
2
2
.
0
1
3
6
)

＊
日
野
ス
ポ
ー
ツ
合
気
道
ク
ラ
ブ

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
30
分
S
8

時
3
0分
と
苺
月
第2
•

第
4

土
曜
日

午
前
9
時
30
分
S
正
午
に
南
平
体
育

館
で
▽
内
容
11
健
康
増
進
に
役
立
つ

護
身
術
を
兼
ね
た
武
道
▽
対
象
11
中

学
生
以
上
※
初
心
者
歓
迎
▽
費
用
11

入
会
金
2
千
円
、
月
2
千
円
（
学
生

は
1
千
500
円
）
▽
問
合
せ
先

11
大
野

(
6
5
8
4
.
5
4
3
1
)
 

＊
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
M
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
20
分
S
l
l

時
30
分
に
エ
ル
ム
コ
ー
ト
集
会
所

（
南
平
6
丁
目
）
で
▽
内
容
11
流
行

の
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
▽

費
用

11
月
2
千
円
▽
持
ち
物

11
上
履

き
、
タ
オ
ル
※
動
き
や
す
い
服
装
で

▽
問
合
せ
先

11
山
田

(
6
5
9
3
.
3
3

3
6
)
 

＊
日
野
市
合
気
道
連
盟

▽
毎
週
月
曜
日
午
後
6
時
S
7
時

（
子
供
ク
ラ
ス
）
・
午
後
7
時
S
8

時
30
分（

一
般
ク
ラ
ス
）
に
志
雄
館
道

場
（
下
田
1
2
6
)
で
▽
問
合
せ
先
11
同
連

盟
事
務
局
（
斎
藤
6
5
8
3
.
7
6
3
5
)

＊
潤
徳
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
サ
ー
ク
ル

＞
毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
S
9
時
に

潤
徳
小
体
育
館
で
▽
費
用
11
。1
回
50

円
※
指
導
あ
り
▽
問
合
せ
先

11
鈴
木

(
6
5
9
3
.
2
2
4
3
)
 

＊
フ
ェ
メ
ッ
ト
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▽
毎
週
日
曜
日
午
後
1
時
ー
5
時
に

旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な

ど
で
▽
対
象

1130
歳
く
ら
い
ま
で
の

女
性
初
心
者
、
男
性
中
級
者
▽
費
用

11
入
会
金
5
千
円
、
月
500
円
▽
問
合

せ
先
11
井
出

(
6
0
9
0
.
1
7
0
1
.

7
9
6
0
)
 

＊
ペ
ン
習
字
「
サ
ー
ク
ル
木
蓮
」

▽
毎
月
第1
•

第
3

木
曜
日
午
後7

時
ー
9
時
に
女
性
セ
ン
タ
ー
で
▽
費

用
11
月
2
千
円
▽
問
合
せ
先

11
田
中

(
6
5
8
3
.
6
9
2
1
夜
間
）

♦
♦
 

＊
広
韓
ひ
の
の
点
字
広
韓
・
テ
ー
プ

広
報
を
配
布
し
て
い
ま
す

月
2
回
、
視
覚
障
害
者
向
け
に
広

報
の
点
字
版
・
テ
ー
プ
版
（
声
の
広

報
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
広
報
担
当
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
皆
さ
ん
の
お
近
く
の
点
字

広
報
・
テ
ー
プ
広
報
を
ご
存
じ
な
い

方
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
広
報
ひ
の
の
紙
が
変
わ
り
ま
し
た

今
号
か
ら
、
広
報
紙
は
古
紙
配
合

率
100
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
市
長
公
室
広
報
担
当
）

L

＾
鼠
詈
喜
言
甕
霞
苦

<

第
3
6
回
市
民
体
育
大
会
の
う
小
学
4
年
生
の
部
…
高
橋
潤
平

ち
、
競
技
の
終
了
し
た
種
目
の
結
小
学
5
年
生
男
子
の
部
・
・
大
城
斉

果
を
発
表
し
ま
す
。
（
優
勝
者
・
小
学
5
年
生
女
子
の
部
…
膝
原
雪

団

体

の

み

。

敬

称

略

）

小

学

6
年
生
男
子
の
部
・
・
高
橋
健
太
郎

写
道

l

中
学
1
年
生
の
部
…
田
之
倉
慎

11
月
1
日、

80
人
が
参
加
。

中
学
2
年
生
の
部
…
秋
山
玄
陽

男

子

の

部

…

濱

田

孝

士

中

学

3
年
生
の
部
…
伊
藤
博
哉

女

子

の

部

…

上

田

秀

子

一

般

段

外

の

部

…

鈴

木

孝

史

郎

＿
柔
道
l

一
般
軽
量
級
の
部
・
・
松
本
誠

11
月
8
日、

202
人
が
参
加
。

一
般
中
量
級
の
部
…
渡
邊
成
智

小
学
1
年
生
の
部
…
白
座
康
雄
団
体
戦
少
年
の
部
・
・
・
田
代
道
場
B

小
学
2
年
生
の
部
・
・
・
高
橋
陸
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

小
学
3
年
生
の
部
…
江
口
吹
樹

ともに手をとりやすらぎのあるまちに

゜ ／ 



第965号 4/15 占乙o. 市役所代表電話

TEL.042-585-1111 

い
ず
れ
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

＊
い
つ
で
も
硯
役
「
初
心
者
そ
ば
打

ち
道
場
」

現
役
を
卒
業
し
て
新
た
な
活
動
を

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
や
、
も
っ

と
深
く
自
分
を
追
及
し
よ
う
と
い
う

方
々
が
、
楽
し
い
企
画
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
。

そ
の
奥
義
を
極
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
1
1
4
月
22
日
▽
時
間
11
午
後

2
時
S

4
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
講
師
11
浜
田
政
幸
氏
▽
対
象
11
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
▽
定
貝

"
2
0

人
（
先
着
順
）
▽
費
用
11500
円
程
度

＊
移
動
公
民
館
で

1
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
入
門
講
座
」

子
育
て
時
期
の
野
鳥
の
生
活
、
美

し
い
さ
え
ず
り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

自
然
観
察
の
楽
し
み
を
知
り
、
周
り

の
人
た
ち
に
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

界
口
程
・
会
場
・
内
容
11
別
表
の
と
お

り
▽
時
問
11
午
前
10
時
か
ら
2
時
問

程
度
▽
講
師
11
森
下
強
氏
（
日
本
野

鳥
の
会
）
▽
対
象11市
内
在
住
•
在

勤
・
在
学
者
▽
定
員
1
1
2
5
人
（
先
着

順
）
※
双
眼
鏡
・
図
鑑
は
、
個
人
負

担
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

5

ン

習

ぉ

疇

ぉ

疇

8

頭

グ

紐

グ

ま

ま

ヨ

実

ク

し更

ジ

ン

り

ン

ン

と

変

て

ン

を

容

＿

チ

す

チ

育

チ

ョ

ム

テ

ッ

ぇ

ッ

子

ッ

シ

さ

ォ

の

ォ

ツ

ゥ

ち

ゥ

カ

咋

内

ン

オ

の

ち

ゥ

7

0

H

ド

た

ド

た

ド

ス

リ

ー

鳥

一

鳥

一

イ

オ

バ

野

（

野

（

デ

さ時

l

l

の天

G

園

G

川

G

山

G

雨

Z

N

N

N

※

WI

公

W

I

w

I

w

I

表

場

会

陵

会

会

会

程

の

の

の

尾

の

日

会

鳥

丘

鳥

鳥

鳥

館

繹

平

臼

迂

臼

民

日

南

日

浅

日

高

日

日

日

日

日

日

日

日

公動
程

2
7
6
1
1
1
3
、

1
6
2
0
2
5

月

月

",

移

A
5
 

•
日

＊
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

日
常
生
活
に
必
要
な

8
本
語
を
個

人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
指
導
し
ま

す
。
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
を

深
め
る
た
め
に
ス
ピ
ー
チ
大
会
や
修

了
パ
ー
テ
ィ
ー
等
も
行
い
ま
す
。
お

●浴衣の着付け教室日程表
日程l 内容 日程 内容-24日1文庫結びをしてみよう

体型にあわせて補正しよう 7月
浴衣を着てみよう① ‘" 

時 問

浴衣を着てみよう②

浴衣を着てみよう③

ー文字結びをしてみよう

月夕腰t補帯合性対氏中中時▽＾ ＊
23オ紐訂正‘は▽象＾央央問日初浴

●外目人のための日本語教室日程表

日ル‘パ嬰抽定 ll 日公福 ll 程心衣
‘薄ツ 選員市本民祉午．者の

后
下丞筆手卜 ▽ ll 内文館セ後内向着

重ねー文字結びをしてみようI着f言己 (f)
、着

、持 15在化▽ン 7 容け付
-用夕帯揮裾tち人住教講夕時 ll -1ナ
ま具オ板たょ物※在育師 IS別 教
で▽ルけ ll 申勤協 ll ※ 9 表室
に申‘伊だ、浴込．会正~6 時の
往 込 お 達 て 肌 四 衣 多 在 師 野i月▽と
復みしじ犀‘数学範美 3 会お
ハ II ぼめ袢が半のの...___,智 8 場 り
ガ 4 り‘‘幅場女▽子は II ▽

蝶結びをしてみよう

重ね文庸結びをしてみよう

蝶崩しをしてみよう

5月12日～
来年3月22日の
毎週水曜日

5月7日～
来年3月24日の
毎週金曜日

午前10時
～正午

午後7時

~9時

午後7時
~9時

近
く
の
外
国
人
・
帰
国
者
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り
▽

対
象
11
市
内
在
住
の
外
国
人
・
帰
国

者
▽
定
員
11
各
コ
ー
ス

20
人
▽
費
用

11
テ
キ
ス
ト
代
実
費
▽
運
営
11
日
野

国
際
友
好
ク
ラ
ブ

可れ運もど子はスコA
 

※
 

会場

中央公民館
中央福祉センター

高幅福祉センター

中央公民館
中央福祉センター

キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
中
央
公
民
館

「
浴
衣
の
着
付
け
」
係
(
〒

1
9
1
_
o

0
1
1
日
野
本
町

7
の
5
の
23)

ヘ*
16歳
以
上
の
方
、
気
軽
に
一
"
J

参
加

を
「
日
野
市
障
害
者
青
年
学
級
」

障
害
者
青
年
学
級
は
、
障
害
者
と

健
常
者
が
、
「
と
も
に
生
き
、
と
も

に
学
ぶ
」
こ
と
を
目
標
に
活
動
。
月

1
回
の
定
例
会
（
夏
の
合
宿
、
秋
の

運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
）
の
ほ

か
に
、
コ
ー
ス
別
活
動
と
し
て
ワ
ー

プ
ロ
教
室
や
料
理
教
室
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
障
害
を
持
っ
て
い
て
人
と

知
り
合
う
機
会
の
少
な
い
方
、
障
害

を
持
つ
人
と
の
触
れ
合
い
を
持
ち
た

い
と
考
え
て
い
る
方
、
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。

＊
学
び
・
遊
び
の
場
を
広
げ
る
「
日

野
市
障
害
児
少
年
学
級
」

障
害
児
少
年
学
級
で
は
、
障
害
の

あ
る
小
学
生
か
ら
中
学
生
の
た
め
に

月
1
回
の
定
例
会
（
バ
ス
ハ
イ
ク
、

夏
期
合
宿
、
運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
等
）
や
毎
月
第
2
土
曜
日
に
リ
ト

ミ
ッ
ク
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

侮
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
子

供
た
ち
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
な

が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
義

務
教
育
年
齢
で
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
と
家
族
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

.
門
-
-
主
3-＿i

―――――

江
戸
時
代
の
お
も
ち
ゃ

「
パ
タ
パ
タ
」
を
作
っ
て
道
ぽ
う

パ
タ
パ
タ
は
「
か
く
れ
び
ょ
う
ぶ
」

と
も
言
わ
れ
る
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ

た
お
も
ち
ゃ
で
す
（
絵
参
照
）
。
パ

タ
パ
タ
と
音
を
た
て
な
が
ら
絵
柄
が

変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。
あ
な
た
も
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
4
月
24
日
午
後
1
時
S

4

時
▽
会
場
11
ふ
る
さ
と
博
勁
館
▽
対

中
央
公
民
館

6
5
8
1
.
7
5
8
0
 

月
曜
・
祝
日
休
館

ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

「
回
転
市
場
」
が
募
集
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
標
語
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら

63
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

象
11
小
3
以
上
▽
定
員
1
1
2
5
人
（
先

着
順
）
▽
持
ち
物
11
は
さ
み
、
鉛
筆
、

も
の
さ
し
、
定
規
※
動
き
や
す
く
汚

れ
て
も
良
い
服
装
で
ご
参
加
を
▽
申

込
み
11
午
前
9
時
か
ら
電
話
で
ふ
る

さ
と
博
物
館

(
6
5
8
3
.
5
1
0
0
)

へ

リ
サ
イ
ク
ル

推
進
探
語
が
決
定

●青少年育成会総会日程表 ※七生中・三沢中地区の総会は 5月に予定。

地区名 1 日時 1 会場 1 問合せ先

4月22日午後6時3％灼ヽら生活・保健センター土方ff581-7555

17日午後5時3％から 1五小多目的ホール

24日午前10時から

28日午後7時から

高幡台団地73号棟集会所I荒井云592-9644

21日預6時3吟から 1四中多目的ホール

17日預6時3吟から 1大坂上中食堂

平山地区センター

永原 ff583-1494

宮内 ff586-9854

金田 ff583-3986

岩井 ff583-6901

俎

a翌⑲＇心

＇

だヽ
さ
い

蘊
日
会
総
会

m
-

―
疇

― •

、
"
が
位
を
．

日
野
市
地
区
青
少
年
育
成
会
は
、

市
内
各
中
学
校
区
に
一
っ
ず
つ
組
織

さ
れ
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
社
会
環
境

の
浄
化
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
各
育
成
会

ご
と
に
、
昨
年
度
を
振
り
返
り
、
今

年
度
の
活
動
方
針
等
を
定
め
る
総
会

（
別
表
参
照
）
を
開
催
し
ま
す
。
子

ぱ
ぐ
く

ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

は
、
地
域
の
力
が
必
要
で
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

学
習
・
講
演
会
等

に
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

地
元
の
公
園
を
清
掃
し

て
く
れ
る
団
体
を
募
集

応
募
作
は
「
回
転
市
場
」
の
店
頭
や

産
業
ま
つ
り
に
て
公
表
し
、
好
き
な

標
語
の
投
票
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次

の
7
編
が
入
選
作
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
標
語
を

合
い
言
葉
に
、
”
ご
み
ゼ
ロ
社
会
“

を
目
指
し
て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

マ
入
選
作
11

「
買
う
前
に
ゴ
ミ
ま
で

買
わ
な
い
心
が
け
」
「
子
孫
に
残
そ

う
き
れ
い
な
地
球
」
（
橋
本
多
摩
子
）

／

「
捨
て
な
い
で
回
転
市
場
で
よ
み

が
え
る
」
「
知
恵
と
物
ぐ
る
ぐ
る
回

す
回
転
市
場
」
（
村
上
美
紗
子
）

／

「
リ
サ
イ
ク
ル
地
球
を
守
る
第
一
歩

r

「
も
う

一
度
活
か
し
て
み
よ
う
捨
て

な
い
で
」
「
子
ど
も
ら
に
必
ず
残
そ

う
こ
の
自
然
」
（
山
川
由
利
子
）
※

以
上
、
作
者
の
敬
称
略
▽
問
合
せ
先

11
同
シ
ョ
ッ
プ
「
回
転
市
場
」

(
6

5
8
7
.
8
7
0
7
)
 

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
、
消

費
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
習

・
研
究
・
調
査
・
講
演
会
•
発
表
会

等
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費
用
の

一

部
を
補
助
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先
11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

l
1
2
)
 

f
巳
氏
"

▽
日
程
1
1
4
月
20
日
▽
区
分
・
時
間

II
①
体
育
館
…
午
後
2
時
②
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
…

3
時
③
校
庭
…
4
時
④
ナ

イ
タ
ー
…
6
時
▽
会
場
11
市
役
所
5

階
505
会
議
室
▽
参
加
資
格
11
団
体
登

録
を
し
、
団
体
登
録
証
を
持
参
し
た

高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ
先
11
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課

ん
量
奮
入
E
●
室

水
に
親
し
む
こ
と
か
ら
始
め
、

10

い
い
泳
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。

▽
日
程
11
①
グ
ル
ー
プ
…

5
月
7
日

S
6
月
1
1
日
の
毎
週
金
曜
日
／
②
グ

ル
ー
プ
…

5
月
13
日
S
6
月
17
日
の

毎
週
木
曜
日
▽
時
間
11
午
後
4
時
15

分

S
5
時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
▽
対
象
11
泳
カ

5
2ぃ
以
下
の
市
内
在
住
の
小
学
生
▽

定
貝
11
各
回
25
人
▽
費
用
11
プ
ー
ル

使
用
料
侮
回
300
円
（
初
日
は

400
円）

▽
申
込
み
1
1
4
月
23
日
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
日
野
市

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
〒

191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

初
心
者
の
技
術
向
上
の
た
め
に
実

技
を
指
導
し
ま
す
。

▽
日
程
1
1
4
月
S

9
月
の
毎
週
水
曜

日
▽
時
間
11
午
後
6
時
30
分
ー
8
時

30
分
▽
会
場
11
南
平
体
育
館
▽
費
用

11100
円
▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課旬

の
野
菜
、
季
節
の
花
を
取
り
そ

ろ
え
ま
し
た
。

▽
日
時
1
1
4
月
24
日
・

25
日
午
前
9

時
ー
午
後
4
時
▽
会
場
11
東
京
南
農

協
日
野
支
店
▽
問
合
せ
先
11
東
京
南

農
協
日
野
支
店

(
6
5
8
3
.
2
1
1

1
)
／
市
産
業
振
興
課

地
元
の
公
園
の
清
掃
や
除
草
を
し

て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
中
。
謝

礼
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

▽
活
動
内
容
11
月
2
回
の
公
園
清

掃
、
年
2
回
の
除
草
と
公
園
の
美
化

推
進
▽
募
集
公
園
11
①
金
田
公
園

（
落
川
13
の
1
)
②
み
な
み
が
丘
公

園
（
南
平
2
の
21
の
25)

③
く
ま
ん

ど
う
公
園
（
南
平
8
の
12
の
41)
④

お
く
ま
ん
下
公
園
（
南
平
8
の
12
の

72)
※
こ
れ
以
外
の
公
園
で
も
、
空

き
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
希
望

登
録
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
を
▽
応
募

資
格
11
①
家
族
以
外
の
人
が
5
人
以

上
い
る
団
体
②
公
園
か
ら
5002ぃ
以
内

に
お
住
ま
い
の
方
の
団
体
▽
申
込
み

1
1
4
月
30
日
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
希
望
公
園
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
閲
日
野
市
環

．
 
南
平
体
育
館
で

卓
球
の
実
技
指
導

高
校
生
を
海
外
に

派
遣
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す

▽
派
遣
国
・
期
間
・
定
員
・
費
用
11

①
イ
ギ
リ
ス
…
7
月
2
2
B
S
8
月
5

日
・

5

人
•
4
9
万
5

千
円
②
ア
メ
リ

カ
・
・
・
8

月
1
1
日S
2
5日・
5

人
•
4
5

万
円
③
カ
ナ
ダ
…

8
月
1
日
S
2
3
日

.
4

人
•
5
6
万
5

千
円
④
中
国
・
・
・

8

月
18
日
S
2
7
日
・

3
人
・

27
万
円
⑤

韓
国
…
7
月
28
日
S
8
月
1
1
日
・

3

人
・

20
万
5
千
円
▽
補
助
金
額
11
費

用
の

2
分
の

1
か
14
万
4
千
円
の
い

ず
れ
か
小
さ
い
額
▽
対
象
11
市
内
在

住
の
高
校
生
▽
募
集
要
項
の
配
布
II

4
月
21
日
ま
で
市
役
所
4
階
企
画
調

整
課
で
※
郵
送
希
望
者
は
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
、

80
円
切
手
を
張
っ
た

返
偉
用
封
筒
を
同
封
し
て
日
野
市
役

所
企
画
調
整
課
(
〒

1
9
1
1
8
6
8
6

住
所
不
要
）
へ
請
求
を
マ
甲
込
み
11

4
月
21
日
ま
で
に
申
込
書
と
レ
ポ
ー

ト
を
企
画
調
整
課
へ
持
参
（
郵
送
は

不
可
）
※
募
集
要
項
の
配
布
、
申
込

書
の
受
け
付
け
は
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
。
派
遣
国
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

派
遣
生
の
体
験
報
告
集
が
あ
り
ま

す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

冒
映
画
「
雛
内
充
ー
学
び
陸
」

昭
和
60
年
代
、
校
内
暴
力
で
「
日

本

一
荒
れ
た
学
校
」
と
報
道
さ
れ
た

中
学
校
で
の
、
実
際
に
起
き
た
事
件

を
基
に
し
た
作
品
で
す
。
生
徒
の
傷

害
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
校
長
以
下

教
師
全
員
が
父
母
た
ち
に
協
力
を
呼

び
か
け
、
学
校
再
建
へ
の
地
域
ぐ
る

み
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
日
野
市
立
小
中
学
校

P
T
A
協

議
会
が
、
設
立
30
周
年
を
記
念
し
て

上
映
す
る
も
の
で
す
。

▽
日
時
1
1
4
月
24
日
午
後
2
時
30
分

か
ら
と

6
時
30
分
か
ら
の

2
回
▽
会

場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
▽
費
用
11

大
人
800
円
、
中
学
生
以
下
400
円
※
前

売
り
の
み
。
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
問
合
せ
先
11
市

p
協
（
馬
場
6591

.
2
9
4
0
)
 

市
民
の
手
づ
く
り
に
よ
る
第
3
回

ひ
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
夏

に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
森

を
会
場
に
、
演
劇
、
音
楽
コ
ン
サ
ー

ト
、
映
像
、
絵
画
や
彫
刻
の
展
示
、

仮
面
・
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々

な
催
し
を
予
定
。
現
在
、
出
演
者
、

作
品
出
展
者
、
運
営
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

協
賛
団
体
な
ど
を
募
集
中
で
す
。
今

年
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
を

結
集
し
て
、
日
野
の
ま
ち
に
”
文
化

の
炎
“
を
燃
や
し
ま
し
ょ
う
。

▽
開
催
予
定
8
1
1
8
月
21
日
・

22
日

▽
会
場
11
自
然
体
験
広
場
（
仲
田
小

隣
、
旧
桑
園
跡
地
）
▽
問
合
せ
先
II

ァ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
（
中
央
公
民
館
内

6
5
8
1
.
7
5
8

0
)
 

>[
翠
夫
し
い
英
国
生
活
と
の
出
会
い

出
口
保
夫

P
H
P
研
究
所

▽
中
世
神
話
山
本
ひ
ろ
子
岩
波

新
書

▽
文
字
と
言
葉
の
世
界
一
周
清
水

達

雄

東

京

図
書

▽
も
じ
り
百
人

一
首
を
読
む
武
籐

禎

夫

東

京

堂
出
版

ご
満
天
の
星
浅
田
次
郎
講
談
社

7
夢
の
火
岩
橋
邦
枝
講
談
社

ご
薬
子
の
京

三
枝
和
子
講
談
社

▽
中
国
マ
フ
ィ
ア
伝
西
爾
巣
イ

ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

（
中
央
図
書
館
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)

市
民
ー
・

自
分
た
ち
の
ま
ち
に
自
前
の

文
化
を
育
て
よ
う

nど
え
、

境
緑
化
協
会
(
〒

191ー

0
0
1
6
神

明
2
の
13
の
1
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)
へ

卜

゜ ともに手をとり夢のあるまちに

、←
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河
川
の
環
境
保
護
と
美
化
運
動
推
進

の
た
め
、
「
第
8
回
多
摩
川
・
浅
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
、
多
摩
川
で
の
活
動
と
な
り

ま
す
。

市
内
に
流
れ
る
河
川
の
自
然
を
身
近

に
体
験
し
、
環
境
問
題
を
考
え
る
機
会

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

二

ドン

終

ウラ

已
蘊

劇

―

多
5
5
 

口
ブ
合c集

和

Jn中~＂ 血 甲州街道

多摩川

案
内
図

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
6
3
年

一

▼
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
に

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

ラ
敗
歩

ー^

】
カ
メ

ー

ご
参
加
く
だ
さ
い

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

甍

小

男

女

平

等

推

進

講

座

．
峯
小

▽
日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師
11
別
表
の
と

北
点
会
議
か
ら
の
課
題
〗[1
1
月
｀
ー8時
翌

第
4
回
「
世
界
女
性
会
議
」
は
平
成
健
康
、
女
性
へ
の
暴
力
等
12
項

目

が

検

▽

対

象

11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

7
年
に
北
京
で
開
催
。
貧
困
、
教
育
、
討
さ
れ
、
参
加
は

189
カ
国
（
日
本
か
ら
男
女

は
約
5
千
人
）
に
の
ぽ
り
ま
し
た
。
こ
▽
定
員
11
各
回
40
人

の
北
京
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
現
在
▽
申
込
み
11
電
話
で
女
性
参
画
推
進
室

の
課
題
等
、
様
々
な
女
性
問
題
を
共
に
ヘ

女
性
参
画
推
進
室
で
は
、
今
年
か
ら
題
に
関
す
る
自
主
活
動
の
促
進
を
図
る

市
民
に
よ
っ
て
企
画
か
ら
運
営
ま
で
行
た
め
の
講
座
③
そ
の
他
の
男
女
平
等
社

目

ぅ

「

市

民

自

主

企

画

講

座

」

を

実

施

し

会

づ

く

り

の

た

め

の

講

座

ま
す
。

▽
選
考
方
法
11
決
定
後
、
結
果
を
文
書

講

今
ま
で
の
行
政
主
体
の
講
座
と
は
ひ
で
通
知
し
ま
す

題課

と

味

違

う

、

市

民

の

皆

さ

ん

の

自

由

な

▽

申

込

み

1
1
5
月
28
日
②
（
消
印
有
効
）

0
．

発

想

に

よ

る

講

座

を

企

画

し

て

く

だ

さ

ま

で

に

指

定

書
類
（
女
性
セ
ン
タ
ー
・

女
性
参
画
推
進
室
に
あ
り
ま
す
）
に
必

らか議
▽

対

象

11
女
性
セ
ン
タ
ー
の
利
用
登
録
要
事
項
を
記
入
し
、

B
野
市
役
所
女
性

会

団

体

・

グ

ル

ー

プ

参

画

推

進

室

(-T191ー

8
6
8
6
住
所

▽
募
集
1
1
3
団

体

（

今

年

度

）

不

要

）

へ

京レ
L-

ー

▽

講

座

内

容

11
①
男
女
平
等
問
題
の
解

一
―
―
―
―
―
女
性
参
画
推
進
室
―

●

決

を

図

る

た

め

の

講

座

②

男

女

平

等

問
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お
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
4
月
25
日
①
午
前
9
時
30
分

S
正
午
※
小
雨
実
施

▽
集
合
場
所
11
日
野
橋
南
詰
（
本
部
）

ほ
か
2
カ
所
（
案
内
図
参
照
）

▽
清
掃
区
域
11
中
央
線
鉄
橋
ー
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
多
摩
川
右
岸
（
案
内
図

参
照
）

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課

4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

約
4
割
の
郵
政
省
簡
易
保
険
資
金
融
資

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
度
、
郵
政
省
に

よ
り
「
簡
保
資
金
融
資
施
設
」
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
（
写
真
）
が
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
前
庭
に
建
て
ら
れ
、

3
月
2
3
日

に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
時
計
塔
に
な
っ
て
｀

お
り
、
今
後
は
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
時
を
刻
ん
で
い
き

ま
す
。

▼
た
ま
だ
い
ら
保
育
園
・

第
一
幼
稚
園
が
移
転
し
ま
し
た

濯
バ
菜

'5,.

1rg{ 
f
f
 

も“L̀“
&
r
.
 

．鼻

疇

し越つ弓おもちた物動▲
 

市
立
総
合
病
院
の
建
て
替
え
に
伴
い
、

両
園
の
皆
さ
ん
が
仮
園
舎
に
引
っ
越
し

を
し
ま
し
た
（
写
真
）
。
住
所
は
次
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
。

■た
ま
だ
い
ら
保
育
園
…
多
摩
平
2
の

4

（多
摩
平
団
地
管
理
事
務
所
西
側
）

■第
一
幼
稚
園
：
多
摩
平
3
の
21
（六

小
内
）

今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
納
期
で
す
。

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

（第
1
期）

■毎月1日・15日発行 ■発行／日野市 ■編集／企画部市長公室
〒191-8686東京都日野市神明l-l 2-l 
TEL.042-585-111 l（代） FAX.042-581-2516
ホームページ http:/ /www.hinocatv.ne.jprhinocity / 
Eメール hinocity@mail.hinocatv.ne.jp 

日程 テーマ 講師

4月2（水8日） 「女性への景力」
アジア女性資料センター編集委員

相談現場から見えてくるもの
女のホットライン・スタッフ

丹羽雅代氏

5月7日 「女性と教育」 早稲田大学講師
（金） 生きた男女平等教育とは 人間尊重・国際ボランティア団体

5月17日 女性が力をつけるためには 「東京フォーラム」設立、代表

（月） 人問尊重とポランティアの活動を通して 荒井佐念子氏

6月18日 「21世紀の社会と私たち」 東京都立商科短期大学名誉教授

（金） 女性行動の動きの中で 山岡熙子氏

男
女
共
詞
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
ー

市
民
自
主
企
画
講
座
を
募
集

米

米

米

米

x

x

 

〈
日
野
の
石
碑
を
訪
ね
て
〉
②

玉
南
鉄
道
の
碑

高
幡
不
動
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
金

ざ
ょ
く
な
ん

剛
寺
境
内
に
、
高
さ
6
2い
に
近
い
玉
南

鉄
道
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
玉

南
鉄
道
は
京
王
電
軌
（
京
王
電
鉄
の
前

身
）
の
延
長
と
し
て
府
中
ー
八
王
子
間

に
敷
設
さ
れ
た
が
、
わ
ず
か
1
年
9
カ

月
の
短
命
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

京
王
電
気
軌
道
株
式
会
社
は
、
明
治

43
年

(
1
9
1
0
)
に
設
立
、
新
宿
と

八
王
子
を
結
ぶ
路
線
を
目
指
し
て
発
足

し
た
。
大
正
4
年

(
1
9
1
5
)
1
0
月

に
新
宿
ー
府
中
間
が
開
通
、
そ
の
後
は

経
営
不
振
の
た
め
、
府
中
ー
八
王
子
間

の
路
線
免
許
は
取
り
消
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
沿
線
住
民
の
新
線
敷
設
の

要
望
が
強
く
、
会
社
も
住
民
の
資
金
の

活
用
と
、
大
正
8
年
4
月
公
布
の
地
方

鉄
道
法
の
補
助
金
を
期
待
し
、
新
た
に

詞
の
監
史
と
民

oo
玉
南
鉄
道
株
式
会
社
を

、
｀
か
、
9ヽ

,
．t

稔
f
?

}
F
9て．
ず

設
立
し
て
、
府
中
ー
八

ぐ
r
ぷ
1

3
K

、

）必々

王
子
間
の
建
設
に
踏
み

切
っ
た
。
開
業
は
し
た

、

も
の
の
営
業
は
赤
字
の

た
め
、
当
初
の
方
針
通

り
地
方
鉄
道
法
に
基
づ

い
て
政
府
の
補
助
を
申

請
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

不
幸
に
し
て
「
補
助
法

二
拠
ル
補
助
ヲ
得
」
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
結
果
的
に
玉
南
鉄
道
は
地
方

鉄
道
会
社
と
し
て
存
続
す
る
意
義
が
な

く
な
り
、
同
15
年
12
月
京
王
電
軌
に
吸

収
合
併
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

石
碑
は
合
併
後
の
昭
和
2
年
10
月
建

立
。
題
額
は
「
玉
南
電
気
鉄
道
記
念
之

碑
」
と
時
の
鉄
道
大
臣
小
川
平
吉
が
筆

を
ふ
る
い
、
撰
文
に
は
元
玉
南
鉄
道
社

長
井
上
篤
太
郎
の
名
が
刻
ま
れ
た
。
大

正
9
年
11
月
の
発
起
人
総
会
こ
始
ま

り
、
免
許
・
会
社
成
立

・
全
線
応
工
．

大
正
14
年
3
月
24
日
の
開
業
・
開
業
式

典
が
年
月
を
追
っ
て
刻
さ
れ
て
い
る
。

玉
南
鉄
道
は
、
奇
し
く
も
大
正
終
焉

と
と
も
に
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
新
宿
ー
東
八
王
子

間
の
直
通
運
転
は
、
昭
和
3
年
5
月
か

ら
開
始
さ
れ
た
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理
編

集
委
員
会
委
員
・
沼
謙
吉
） ⑬ 


